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アンケート調査等へご協力いただき、誠にありがとうございました。

皆様からお寄せいただいたご意見から、再整備の方向性を決定いたしました。

地域、公園利用者、日頃からスポーツを楽しまれているみなさまへ

漫湖公園スポーツエリア

再整備の方向性を決定！

• 公園全体や施設の大規模な拡張よりも、既存施
設を安全で、使いやすく、長く使えるよう更新・
改善します。

• 自然環境の保全に加え、周辺住民の生活環境
（騒音・防犯）に十分配慮します。

那覇市役所 都市みらい部 公園管理課

再整備のコンセプト

「広げる公園」よりも「守りながら質を高める公園」

那覇空
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今回の方向性決定について、
ご意見やご感想がございましたら、
こちらまでお願いします。

▲漫湖公園スポーツエリアの位置
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ご意見フォーム



方向性決定プロセスで実施した2回のアンケート調査等

の中で、主に以下のような意見が寄せられました。

２.これまでに寄せられた
意見まとめ

アンケート調査結果の概要はこちらから確認いただけます。

市民の皆様からの貴重なご意見が、方向性決定の土台となりま

した。

第１回アンケート調査

（課題・懸念事項）

第２回アンケート調査

（整備の方向性）

☛

☛

1.方向性決定の背景と経緯

【公園施設の充実を求める声】  

◦ 古くなった公園施設の再整備を希望

◦ 子どもから大人まで安心してスポーツができる場所を要望

▼具体的な声▼

「テニスコート存続・増設の要望」「人工芝グラウンドへの期待」

【周辺環境への配慮を求める声】  

◦ 夜間の騒音や治安に対する不安

◦ 交通混雑や送迎車両による路上駐車の問題

◦ 貴重な自然環境や景観への影響に対する懸念

▼具体的な声▼

「夜間の騒音への対策」「照明（外灯）の増強」「砂埃対策（芝生化など）」

市はアンケート調査等を踏まえ、挙げられた課題を整理した結果、

施設の大規模拡張といった量の整備よりも自然環境や周辺の生活環境等への
影響を配慮しながら、既存施設の安全性・使いやすさを向上させる質の整備を
重視する方向性が適当であると考えました。

▲アンケート調査の様子

２



「にぎわい」は、「公園を活性化する」という効果と、「自然環境の悪化、渋

滞、混雑」といった懸念が挙げられます。

今回の再整備では、大規模な施設整備や集客を主な目的とした「にぎわ

い」ではなく、公園を利用するすべての人にとっての日常的な安心感につ

ながる、 「ほどよいにぎわい」を目指すことといたしました。

３．「にぎわい」についての考え方

さらに、アンケートでは「人目が少なく不安」、「見通しが悪く夜間が暗くて怖い」

といった声も多く寄せられました。

人がまったくいない状態は、安全・安心の観点から好ましくありません。

そのため、今回の再整備の中では

自然環境・静かさを守りながらも、
誰もが安心して利用できる環境

を目指していきます。

３

▲日常のほどよいにぎわいの例

（漫湖公園鏡原側）

▲漫湖公園から見る国場川の眺望

▲店舗と照明による明るさの確保

（漫湖公園鏡原側）



【さいごに…】

漫湖公園は、スポーツで利用する人、近隣で暮らす人、そしてそこに息づく自然環

境、そのすべてにとってかけがえのない大切な場所です。

那覇市は、今回決定した再整備の方向性をもとに、「魅力ある公園を整備し、みど

りを守り・育て・活かすまちづくり」を推進してまいります。

４．施設ごとの基本的な考え方

５．今後の進め方

方向性の
意向確認

市としての
考え整理

方向性の
決定
（今回）

具体的な計画
づくりの実施
（設計）

工事

第１回アンケート
にて把握

第２回アンケート
にて把握 引き続きご意見を伺いながら、

みなさまと一緒に取り組んでまいります。

令和７年度

済
令和８年度以降

課題・懸念事項
の確認

済 済

今回決定した方向性を踏まえて、今後は具体的な計画づくりに進めてまいります。

具体的な計画づくりの中でも引き続きご意見を伺いながら、みなさまと一緒に取り

組んでまいります。

４

寄せされた意見をもとに、以下のとおり整備を検討します。

【スポーツ施設（多目的グラウンド・テニスコート等）】
    ◦ 大会誘致や利用者増を主目的とした大規模な拡大整備よりも、様々な世代が

多様なスポーツを楽しむために必要な安全性や利便性向上の整備を行います。

【集客施設（カフェ・レストラン等）】
    ◦ 公園利用者が休憩し、滞在しやすくするための施設を検討します。
◦ 貴重な自然環境を活かし、楽しむことができる施設として整備を検討します。
◦ 日常的な利用があることで人の目が行き届きやすくなり、防犯や安全・安心の向
上にもつながることを期待します。

【駐車場・アクセス施設】
◦ 自動車以外の来園を想定して、必要な施設の整備を検討します。
◦ 駐車場については、他エリア（レクリエーションエリア・ヘルスケアエリア）での

     増設を検討します。

【その他】
    ◦ 園内照明の改善や、樹木の適切な管理により見通しを確保します。あわせて、管

理体制の強化などを通じて、利用者の安全・安心に資する環境整備を進めます。
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